
文化力と価値創造に関する特別委員会  議事次第  

 

 

令和７年９月 29日 (月 ) 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ４ 委 員 会 室  

 

 

１  開   会  

 

 

２  所管事項の調査  

 

  「次世代への文化継承の取組について」  

    参考人：池坊短期大学  教授  森川  佳代  氏  

 

 

３  委員間討議  

 

 

４  閉会中の継続審査及び調査  

 

 

５  今後の委員会運営  

 

 

６  そ  の  他  

 

 

７  閉   会  
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次世代への文化継承の取組について

令和７年９月29日
教育庁指導部高校教育課

令和７年９月定例会

文化力と価値創造に関する特別委員会



第２期京都府教育振興プランでの位置づけ

2

＜目指す教育の姿＞

【伝統・文化の継承による新たな文化の創造】
府内の各地域において先人が積み重ねてきた伝統・文化を学び、理解し、大切にすることで、未来へ

と受け継ぐとともに、自らが成長するなかでふるさとの文化を愛し育てる教育が実現しています。

推進方策６：文化振興と文化財の保存・継承・活用

【地域との協働による多様な部活動】
学校の部活動は、集団活動を通じた人間形成の機会を確保する場であり、多様な生徒が活躍できる

場です。指導に意欲をもつ地域人材の協力や地域が支える環境の中で、生徒にとって望ましい多様な
部活動が行われています。

【京都の文化力を活かした教育】
子どもたちが様々な文化芸術に親しみ、活動を発表する場や本物にふれる機会を充実させることに

より、豊かな感性と創造力をはぐくみ、人生を豊かにする教育が実現しています。

【文化財の保存・継承・活用】
府内各地の文化財が、地域で愛され、誇りとして適切に保存・継承されています。さらに、文化財

を観光資源や地域の活性化のために活用する取組や、子どもたちが身近な文化財にふれる取組を通じ
てその魅力が共有され、文化財の保存・継承を支える仕組みができています。



府立高校の取組状況① 高校生伝統文化事業
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（内 容）
○京都の伝統と文化を守り、受け継ぎ、新たな文化を創造する心の育成
○礼儀作法を通じての、規範意識や社会性の育成
○人を思いやり、尊重する心の育成
○豊かな感性、情緒の育成
○優れた価値を有する古典に親しむ心と態度の育成

高校生伝統文化事業

日本・郷土の伝統文化を尊重する態度の育成にあたり、京都府にゆかりの深い茶道や華道、古
典など様々な有形・無形の文化に関する学習に取り組み、伝統文化への関心を高めるとともに、
豊かに生きる力をはぐくむ。

内 容 Ｒ６

茶 道 基本的なマナー、意義・精神等についての専
門家による講演や調べ学習などの事前学習、
感想の記述や発表などの事後学習を実施

全校

華 道 ２９校

古 典
古典（連歌、和歌、邦楽、和装文化等）を学
ぶ授業・体験活動など

３０校

京の文化継承・
価値創造推進校

地元の伝統芸能や和食文化について学ぶ体験
活動など

２４校

鳥羽（和歌）
写真

洛西（箏曲）
写真



府立高校の取組状況② 高校生「京の文化力」推進事業
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（内 容）
文化系部活動の強化・育成を目指す府立高校を指定し、専門家による指導や地域の小中学校の
文化祭等に参加し、文化の魅力を伝えるなど、部活動の活性化や伝統文化を次世代へ継承
〇外部指導者による技術指導
〇小・中学生への文化の継承

高校生「京の文化力」推進事業

府立高等学校における文化部活動の一層の活性化を図るとともに、京都文化の次世代への継承
を図り、京都ならではの文化を育む

北稜（かるた）
写真

鴨沂（茶道）
写真Ｒ６ 部活動例

指定校数 ２１校 鴨沂（茶道）・洛北（茶道）
北稜（競技かるた）・嵯峨野（茶道）
園部（吟詠剣詩舞）
宮津天橋宮津学舎（琴）・峰山（茶道）など

部活動数 ２９部

〇全国茶道フェスティバルに指定部の府立高等学校12校の茶道部が参加



府立高校の取組状況③ その他事業
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教育旅行・観光訪日外国人との「おもてなし文化交流」として、英語での観光ガイド
や京都の伝統文化の共同体験などを実施

実施校：17校 参加生徒：1,409名 外国人高校生、留学生ほか 428名

＜取組例＞ きものの着付け、茶道体験、お琴の体験 など

府立高校生グローバル文化カフェ事業

府立高校と市立高校の生徒が、京都が世界に誇る歴史的建造物等を舞台として、歴
史・文化・自然など多層的な価値を五感で体感するとともに、同年代の参加者同士
が異なる考えを交流し合いながら、「自分の生き方」とじっくり向き合うことを目
的とした２日間のプログラム

○ １日目は、８月２日（土）（南部）西芳寺（苔寺）、（北部）天橋立の智恩寺
○ ２日目は、９月14日（土）清水寺

「京の高校生探究パートナーシップ事業」京都探究クエスト



               （案） 

                         令和７年 月 日 

 

 京都府議会議長 荒 巻 隆 三 殿 

                                           

        文化力と価値創造に関する特別委員長 林   正 樹 

 

         閉会中の継続審査及び調査要求書 

 

 本委員会に付されている事件は、下記の理由により、引き続き審査及び調

査を要するものと認めるから、京都府議会会議規則第75条の規定により申し

出ます。 

 

                記 

 

１ 件  名 

   伝統文化、生活文化などの継承・発展や文化と観光、食、伝統産業、先

端産業などあらゆる分野との融合により、新たな価値を創造し、発信する

ための施策について 

 

２ 理  由 

  審査及び調査が結了しないため 



文化生活部

北野大茶会
～きょうとまるごとお茶の博覧会

グランドフィナーレ～

京都府、京都市、
きょうとまるごとお茶の博覧会実行委員会

北野天満宮
（京都市上京区）

令和７年10月11日（土）
午前10時～10時30分

行催事等に係る委員会調査一覧表（案）

行催事等名
主催者名

（招待者名）
会　場

（市区町村名）
日　時

京都府中丹文化会館
（綾部市）

・
宇治市文化会館

（宇治市）

令和７年度全国高校生伝統文化フェスティバル
文化庁、京都府、

京都府高等学校文化連盟
京都コンサートホール

（京都市左京区）
令和７年12月14日（日）

午後１時～３時30分

京都府、
Music Fusion in Kyoto 音楽祭実行委員会

Music Fusion in Kyoto 音楽祭
オリジナルオーケストラコンサート

（綾部会場）
令和７年11月22日（土）

午後２時～４時

（宇治会場）
令和７年11月23日（日）

午後３時～５時



文化生活部

行催事等名
主催者名
（招待者名）

会　場
（市区町村名）

年　月　日

アニメ「鬼滅の刃」全集中展
-刀鍛冶の里編・柱稽古編-特別内覧会

京都府、京都府京都文化博物館、
関西テレビ放送、京都新聞

京都府京都文化博物館
（京都市中京区）

令和７年７月17日（木）

創立80周年記念 京都工芸美術作家協会展
　煌 -KOGEI・つながる未来-

開会式・内覧会

京都府、京都府京都文化博物館、
京都工芸美術作家協会

京都府京都文化博物館
（京都市中京区）

令和７年８月29日（金）

行催事等に係る委員会調査の結果概要について
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